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	製品名: CHRNA2マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	ニコチン性アセチルコリン受容体（nAChR）は、αサブユニットとβサブユニットが五量体構造を形成し、それぞれ異なる筋肉受容体と神経受容体を形成するリガンド依存性イオンチャネルです。神経受容体は末梢神経系と中枢神経系全体に存在し、高速シナプス伝達に関与しています。この遺伝子は、脳で広く発現しているαサブユニットをコードしています。nAChRサブユニットの提案されている構造は、保存されたN末端細胞外ドメイン、それに続く3つの保存された膜貫通ドメイン、可変細胞質ループ、4つ目の保存された膜貫通ドメイン、そして短いC末端細胞外領域です。この遺伝子の変異は、常染色体優性遺伝性の夜間前頭葉てんかん4型を引き起こします。この遺伝子の一塩基多型（SNP）は、ニコチン依存症と関連付けられています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	SK-N-SH（1）、SH-SY5Y（2）、C6の膜タンパク質（3）、およびSW480（4）細胞溶解物に対するCHRNA2マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。

